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畜産DXとアニマルウェルフェアで開く経営の未来

 

　［全日畜セミナーの概要］

3　プログラム

２　会　場

１　開催日 令和８年１月29日（木）

機械振興会館　６階　 6-66 会議室　（WEB同時配信）
　　　　　　　　〒105-0011　東京都港区芝公園3-5-8

　 TEL 03-3434-8216～7

第二部

第三部

閉　会

事例発表 14:00～15:20

意見交換 15:30～16:20

             16:30

13:00

第一部 話題提供 13:15～14:00

開　会

 　 [ 令和7年度 JRA事業（略称：SDGs） ]

　私たち畜種横断の畜産生産者の団体である一般社団法人全日本畜産経営者協会
（通称「全日畜」）は、日本中央競馬会（JRA）畜産振興事業の「畜産経営の持
続可能な開発目標（SDGs）対応のための調査事業」を令和６年度から令和７年度
の2年間実施いたしました。

　この事業の目的は、家畜生産に係る労働力軽減やアニマルウェルフェア(AW）
に配慮した飼養管理の普及などの取り組み、コスト低減を推進することが生産者
に求められていることから、商系の全国・全畜種の畜産経営者を対象として、特
に生産者の関心の高い畜産デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）及びアニ
マルウェルフェア(AW）に対する取り組み状況を調査し、畜産におけるＳＤＧｓ
の達成に向けて、課題、解決方策等の結果を公表し、畜産経営の安定及び発展に
資することとしております。

　全日畜では、この事業で得られた成果を普及し畜産生産者の経営安定の一助と
するため、「畜産DXとアニマルウェルフェアで開く経営の未来」をテーマにセミ
ナーを開催いたします。皆様のご参加をお待ちしております。
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高 橋 勝 敬 氏

　演 題
Uモーション、多機能ミルカーなどDX技術の活用とAW
に対応した生乳生産

 原 園  和 洋 氏

　概 要

千葉県いすみ市において、飼料自給率の高い循環型酪農経営
を実践。Uモーションや多機能ミルカー導入などDX技術を駆
使して繁殖成績の向上、良質生乳生産を実現するとともに、
消費者の要望に配慮したAW対応による酪農経営を実現。

髙 橋 憲 二 氏

　演 題
捕鳥作業の自動化とアニマルウェルフェアが作る
未来展望

　講 師
江夏商事 株式会社
　生産部 部長代理　 原　園 　和 洋　氏

　概 要
鹿児島、宮崎・熊本県でブロイラー生産・処理・販売を経
営。日本で初めてAWに対応した生鳥コンテナを導入し運用開
始するとともに、自動捕鳥機の導入と併せ捕鳥業務の省力化
と更なるAWへの取り組みを進めている。

　講 師
有限会社　髙秀牧場
　会長　 髙　橋　憲　二　　氏

　講 師
農事組合法人 トキワ養鶏
　代表理事　　石　澤　清　行　　氏

　概 要

青森県南津軽郡藤崎町において、資源循環型農業に取り組
み、国産鶏「後藤もみじ」をアニマルウェルフェアに対応し
た平飼い鶏舎で飼養し、飼料用米など国産飼料給与にもこだ
わり、消費者の求めるブランド卵「平飼い卵」を供給。

　概 要
山形県山形市において、LINE WORKS、Sales forceの活
用、哺乳ロボットの導入、IPカメラ導入によるDX技術を駆使
して食肉の生産・販売まで連動した管理をして、ブランド牛
の生産・販売。

⽯ 澤 清 ⾏ ⽒

　演 題
家畜生産・販売管理にDX技術の導入とAW対応により
ブランド牛の生産

　講 師
株式会社 蔵王ファーム
　専務取締役　 高　橋　勝　敬　　氏

　概 要

飼養管理データと遺伝子データを統合した酪農DXの活用によ
り、収益向上と作業効率化を図りつつ、アニマルウェルフェ
アと環境負荷低減を実現し、「人・牛・地球」に優しい持続
可能な酪農経営を目指す。

 齋 藤   猛  氏

第二部「事例発表」の講師のご紹介

　演 題
地域とともにAW対応で消費者が求める卵づくりへの
挑戦

第一部 「話題提供」の講師のご紹介

　演 題
酪農DXで実現する、人・牛・地球に優しい持続可能な
酪農経営

　講 師
株式会社 ファームノート

　専務取締役COO 　 齋　藤  　猛　 氏
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全日畜の「畜産SDGs事業（略称）」の事業概要 
（事業名称：畜産経営の持続可能な開発目標対応調査事業） 

 

１ 畜産 SDGs 事業の概要 

 

この事業は、わが国の畜産において SDGsの達成に向け、家畜生産に係る環境負荷軽減やアニ

マルウェルフェアに配慮した飼養管理の普及などの取り組み、見える化を推進することが生産者

に求められていることから、商系飼料メーカーの飼料を利用する全国・全畜種の畜産経営者を対

象として、特に生産者の関心の高い畜産 DX（デジタルトランスフォーメーション）とアニマルウ

ェルフェア（AW）に取り組み状況を調査して、課題と解決方法等の結果を公表し、畜産経営の安

定及び発展に資することを目的としています。 

 

この事業では、全国の５畜種飼養の畜産経営者に対しアンケート調査を行うとともに、全国で

ワークショップを開催して畜産経営における畜産 DX及び AWの取り込み事例を収集し、優良事

例の中からモデル地区を選定して、課題とその解決方法、将来の持続可能性を調査分析します。 

 

２ 事業の概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ アンケート調査の実施状況 

 

1) 令和６年度に「持続可能な開発目標（SDGs）」対応による、今後の持続的な畜産生産につい

て、主に畜産 DX とＡＷについての畜産⽣産者の意識を把握するためにアンケート調査を実

施しました。調査結果の概要は以下のとおりです。 

 

2) 全国、全畜種（乳⽜、⾁⽜、豚、採卵鶏、⾁養鶏）の 500 の畜産経営体を対象に実施したア

ンケート調査は、回収が 373 で、回収率は 75％です。所在地を都道府県別にみると、北海

道が 21.7％、次いで千葉県 10.2%、岩手県 7.2％、⿅児島県が 7.0%の順で上位。地域別に

は、関東が 25.7％、北海道が 21.7％、東北・九州沖縄が 15.0％、中部が 12.1％です。 

 

3) 経営形態については、株式会社・有限会社が 66.1％で、個人経営が 30.6％、農事組合法人

が 3.0%の順です。家畜・家禽の飼養頭羽数は、乳⽜、⾁⽜、豚、採卵鶏、⾁養鶏のいずれ

の畜種とも全国平均を大きく上回っています。 

 

4) 従業員の状況については、正社員雇用が 69.3%、経営者の家族も常時従事が 67.9%、45％

の経営体はパート・アルバイトを採用していて、34.2％の経営体では外国人技能実習生を受

け入れていました。また障害者雇用は 5.9％でした。 

 

5) 畜産 DX の取組み概況        

 

回答総数の 65.9%が「既に畜産   

DX を導入している、もしくは、 

今後導入したい」と回答。 

 

 

 

  畜産 DX を既に導入している割合 

  を、営農類型別にみると、酪農、 

  採卵鶏は 60％が既に導入。肉牛、 

  肉用鶏は 50％が既に導入で、養    

豚は他の畜種に比べてやや導入割 

合が低い。 
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中部ブロックでのWS初開催となった名古屋会場 都市近郊の⽴地ならではのSDGsの多様な対応紹介

 名古屋会場 （開催⽇︓R6-11-14 概要︓話題提供１題、事例発表３題 参会者数︓36名）

4 ワークショップの開催状況

 1) ワークショップは、「畜産DXとアニマルウェルフェアで開く経営の未来」として、令和６

     年度に３カ所（千葉会場、⻘森会場、名古屋会場）において開催、令和７年度には２カ所

     （⿅児島会場、帯広会場）において開催しました。

 2) 令和６年度に開催した３会場の概要を紹介します。

 千葉会場 （開催⽇︓R6-9-25 概要︓話題提供１題、事例発表３題 参会者数︓62名）

ワークショップ第⼀号は「千葉会場」 畜産DXはコスト管理が重要と⾦融関係者も参加

 ⻘森会場 （開催⽇︓R6-10-9 概要︓話題提供１題、事例発表４題 参会者数︓56名）

畜産DXとAW課題、バランスよく４事例の紹介 推進委員会委員⻑も⼤所⾼所からのアドバイス
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 3) 令和７年度に開催した２会場の概要を紹介します。

 ⿅児島会場 （開催⽇︓R7-9-4 概要︓話題提供１題、事例発表３題 参会者数︓81名）

先進的な取組事例は⽣産者の最⼤の関⼼事 予定時刻を超過して質疑応答が続く（講師の説明）

 帯広会場 （開催⽇︓R7-11-11 概要︓話題提供１題、事例発表３題 参会者数︓49名）

酪農王国に学ぶと道外からの参加者も多数参加 SDGs対応のモデル経営に魅了された１⽇でした

 4) 開催した５か所でのワークショップについては、各会場毎の「速報レポート」を、全日畜

   のホームぺージで公開しております。どうぞご覧ください。
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